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26000）の内容を逐語的に確認する。第 2章では CSR の 3類型（消極的 CSR、戦略的 CSR、公
益的 CSR）を提示し、その正当化根拠に対して順次検討を加える。上場会社のような営利法人
の場合、自らが加害責任を負っていない他者の窮状救済を目指す公益的 CSR は許容されず、



















けると、消極的 CSR を棄却できるほど CSR 活動（環境経営）のアウトカムは高くないという
含意になる。CEP の決定要因分析では、取締役のアドバイス機能が観察される一方、海外のブ
ロックホルダーによるモニタリング機能も観察された。そのため、少なくとも環境経営におい
ては、株主とステークホルダーとのパワーバランスは保たれていると判断できよう。第 6章で
本論文を総括するとともに、ガバナンス改革や CSR 実務への示唆を提示する。株式会社の存
在価値を正しく認識し、投資家・消費者による「責任の共鳴」をさらに大きくしていくことが
グローバルな問題の軽減に役立つことを指摘する。 
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